
中小企業景況調査の結果（2020.4～6月期）

全　国（n：約8,000社） 河辺雄和（n：15社）

ＤＩ 前期比 天気図 ＤＩ 前期比 天気図

売上額 △69.0 -36.1 △93.3 -26.6

採算 △61.7 -29.7 △60.0 -20.0

資金繰り △48.8 -27.9 △80.0 -60.0

全国の分析コメント

全業種 △ 主要３ＤＩはいずれも前期比二桁ポイントの大幅な悪化。

△ 急速な景況感の悪化が懸念される状況にある。

△ 全ての業種で主要３ＤＩが前期水準を大きく下回った。

△ 経営上の問題点として、全ての業種が「需要の低迷」を挙げた。

製造業 △ 売上ＤＩが前期比32.8ポイント低下し、非常に大きく悪化した。

建設業

小売業

サービス業 △ 売上ＤＩが前期比48.1ポイント低下し、非常に大きく悪化した。

△ 飲食業・宿泊業は4月の緊急事態宣言による営業自粛により全体の水準が

　マイナス79.9と他の業種と比較しても一段と低下した。

△ 地区別の売上額ＤＩでは、首都圏を含むすべてでマイナス80を下回り大幅に

　低下した。

＝天気図の解説＝

DI30以上 DI10以上 DI△10以上 DI△30超 DI△30以下

30未満 　10未満 △10未満

（注）DI（景気動向指数）は各調査項目について、増加（好転）企業割合から減少（悪化）

企業割合を差し引いた値を示す。

全産業ＤＩ


